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である｡ただし､ Npはp種ポリマーの重合度､ fpi,bpiはp種ポリマーの i番目の側鎖のブ
ロック比および有効結合長､rZ,iJはp種ポリマーのi番目とj番目の側鎖の間の 2乗平均距離､




























に対して強偏析極限を考えると､式 (5),(6)より重合度 N と周期 Dの関係が
β∝Ⅳ2/3
であることが導かれる｡この関係は既存の理論 [2日3]から導かれているものと一致する｡
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